
COVID-19 に関する会議・広報など（ひろしまCDC）

●ひろしまCDC 専門員会議

・3月12日に第1回会議
継続的に会議開催

・広島県対策本部への提言

●感染症指定病院、協力病院会議

●PCR検査に関する会議

●医師会・行政の会議

●入院病床に関する会議 など

●ホームページ、ツイーター、リーフレット

会議

広報・情報提供

●メディア など



COVID-19 に関するひろしまCDCの役割

・行政（県庁担当課）＋PCR検査（地衛研）＋専門員が同一建物で、

業務ができるために、迅速、協調した対応ができる。

・専門員が広島県庁のみならず、他組織の会議などで意見を述べたり、

情報提供を行い、さらに県の対策にフィードバックできる。

・ひろしまCDCと連携している「NPO法人ひろしま感染症ネットワーク」

でもひろしまCDCを補完する対応が進められる。

・ひろしまCDCで研修してきた「広島県感染症医療支援チーム」が、

必要な時には出務できる。

・ひろしまCDCセンター長は広島県医師会副会長（感染症担当）、専門員

は広島大学の感染関係のように、県内の対策のキーパーソンでも

あるために、対策の企画運用が円滑に進めやすい。


